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 第2章 粉砕法で調製したSiナノ粒子の炭素被覆による構造変化の誘導 3 




特性をCR2032コインセル（Liを対極にするハーフセル, 電解液は1 M LiPF6/EC+DEC(1:1)）で評価した結果、
Fig. 1 数珠状構造を持つSiナノ粒子の構造変化:  

















第3章 産業廃棄物のSi切粉を原料とするフレーク状Siナノ粒子の調製と構造変化 4 
 シリコンインゴットからシリコンウエハ
を切り出す際に大量に発生する産業廃棄物の
Si 切粉は、実用的な Si 負極を調製するための
安価な原料として注目されている。本章ではSi












Fig. 2 (a) 放電容量を1500 mAh g
–1
に制限した場合の
サイクル特性（塗潰し: 放電容量, 中抜き: 充電容量）, 
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 第4章 炭素被覆フレーク状Siナノ粒子の更なる高性能化 













いては Si 表面に酸化膜が形成されるため容量自体は低下するが（Fig. 5）、容量維持率は向上する現象が見られ
た（Fig. 5）。この現象の原因については、今後の詳細な検討が必要である。 
Fig. 4 (a) 放電容量を1500 mAh g
–1
で制限した場
合のサイクル特性 （塗潰し: 放電容量、中抜き: 
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Fig. 5 Si(sd)-be(ipa)/C, Si(sd)-be(ipa)/C+EG, 
Si(sd)-be(ipa)/C+EG-Airのサイクル特性. VC使用, 電流
密度 0.5 A g
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